
［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］①面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ②労働保険料分納可能（年3回）③
家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

取り扱い
やってます

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは 京都料理飲食業組合連合会☎075(252)0287

小
さ
な
部
位
も
、
少
な
い
身
も
見
逃
さ
な
い
、
手
前
器
の
左
下
が
頬

身
の
造
り
。
鱧
の
子
は
冬
瓜
、
小
芋
、
オ
ク
ラ
、
湯
葉
な
ど
と
と
も

に
奥
の
煮
物
に

店
が
如
何
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
？

無
い
、
ゆ
え
の
気
付
き
の
一
品

坂安（さかやす）
京都市下京区七条通大宮東入大工町124　☎075（351）0356
11:30～15:00（L.O.13:30）　17:00～21:30（L.O.19:30）／木休

天保年間（1831年～1845年）創業。その当時は塩干物を扱っていたといい、三代目が仕
出しを始め、出前だけでなく料理屋としても既に25年。三代目女将のお里が滋賀県は海津。
名代の本モロコは琵琶湖の特産でもあり、仕入れのルートも太いが、一時は外来魚の被害
で品薄だったことも岡本さんの気付きに繋がったかもしれない

　

龍
谷
山 

本
願
寺
。
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
の
本

山
、
い
わ
ゆ
る
西
本
願

寺
だ
。
そ
の
お
出
入
り

業
者
に
よ
る
会
が
あ
り
、

開
明
社
と
い
う
。
そ
の

開
明
社
の
中
で
料
理
を

司
る
２
軒
の
内
の
１
軒

が
同
店
だ
。
西
本
願
寺

御
用
達
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

寺
院
へ
の
仕
出
し
。

宗
派
や
教
義
に
よ
っ
て

厳
し
い
決
ま
り
が
？ 

と

い
う
と
そ
う
で
も
な
い

と
い
う
。ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
な
京
料
理
で
は
あ

な
い
。
落
と
し
、
焼
霜

に
加
え
て
鱧
の
頬
身
の

造
り
と
い
う
構
成
だ
。

煮
物
に
は
鱧
の
子
の
玉

じ
め
も
あ
り
、
料
理
と

し
て
供
し
は
し
な
い
が
、

と
に
か
く
捨
て
る
と
こ

ろ
が
な
い
よ
う
に
、
骨

も
醤
油
焼
き
に
し
て
砕

い
て
食
べ
る
し
頭
も
捨

て
な
い
。

る
が
、
魚
も
肉
も
使
う

し
、「
調
味
料
に
つ
い
て

も
さ
ほ
ど
縛
り
は
設
け

て
ま
せ
ん
が
、
ま
ぁ
特

殊
な
も
の
は
使
い
ま
せ

ん
け
ど
ね
」
と
五
代
目

で
あ
る
岡
本
正
喜
さ
ん
。

そ
れ
よ
り
も
、
僧
侶
の

会
議
や
全
国
規
模
の
接

待
な
ど
、
味
の
信
頼
を

保
ち
続
け
て
い
る
こ
と

が
重
要
な
の
だ
。

　

八
寸
に
盛
り
込
ま
れ

た
名
代
で
あ
る
本
モ
ロ

コ
の
甘
露
煮
（
写
真
上
）

も
だ
が
、
岡
本
さ
ん
の

料
理
に
対
す
る
気
持
ち

が
如
実
に
現
れ
て
い
る

品
が
（
写
真
左
）
の
鱧

尽
く
し
の
器
か
も
し
れ

　
「
欲
し
い
食
材
が
手
に

入
ら
な
く
な
っ
て
、
捨

て
る
こ
と
の
罪
深
さ
が

分
か
っ
た
と
い
う
か
、

農
家
さ
ん
や
漁
師
さ
ん

ナ
シ
で
は
成
り
立
た
な

い
仕
事
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
」。
飲
食
業
界
に

教
義
が
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
正
に
こ
の
言
葉

で
は
な
い
か
。
気
付
き

を
与
え
ら
れ
る
料
理
で

も
あ
る
。

琵
琶
湖
産
本
モ
ロ
コ
の
甘
露
煮
を
中
心
に
青
梅
の
シ
ロ
ッ
プ
煮
、
手

長
海
老
、
長
芋
蝶
々
、
和
え
物
は
胡
瓜
、
椎
茸
、
ク
ラ
ゲ
の
胡
麻
和
え
。

料
理
は
い
ず
れ
も
８
２
５
０
円
〜（
サ
別
）の
夜
の
コ
ー
ス
よ
り

京
都
府
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会

１
０
０
周
年
式
典
・
祝
賀
会

ご
参
加
の
お
願
い

　

今
年
、
京
都
府
料
理

飲
食
業
組
合
連
合
会
は
、

設
立
１
０
０
年
を
迎
え

諸
先
輩
方
の
教
え
で
今
が
あ
る

洛
北
料
飲
連
合
会
１
０
０
周
年

　

去
る
令
和
５
年
６
月

５
日
（
月
）、
ザ
・
プ
リ

ン
ス
京
都
宝
ヶ
池
に
お

い
て
、
洛
北
料
理
飲
食

業
組
合
連
合
会
の
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
、

な
ら
び
に
祝
賀
会
が
行

わ
れ
た
。

　

式
典
で
は
知
事
表
彰

な
ど
各
種
表
彰
が
行
わ

れ
、
１
２
０
名
余
が
参

加
。
続
く
祝
賀
会
に
は

組
合
員
ま
た
従
業
員
、

そ
の
家
族
な
ど
１
４
４

名
が
参
加
し
、
宮
川
町

の
舞
妓
に
よ
る
祝
舞
や

前
原
誠
司
衆
議
院
議
員

ら
の
来
賓
を
迎
え
て
の

鏡
開
き
、
ラ
ッ
キ
ー
舞

氏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
、
盛
大
に
行
わ
れ

た
。

　

同
会
は
大
正
12
年
に

設
立
、
昨
年
就
任
し
た

中
東
久
雄
会
長
（
関
連

記
事
４
面
）
で
17
代
を

数
え
る
。

　

式
典
で
は
物
故
者
へ

の
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

挨
拶
で
中
東
会
長
は

「『
祝
』
と
い
う
字
は
示

偏
に『
兄
』と
書
き
ま
す
。

ま
さ
に
今
ま
で
会
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先

輩
が
た
の
教
え
、
こ
れ

が
あ
れ
ば
こ
そ
今
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の

こ
と
に
感
謝
し
た
い
」

と
述
べ
、
祝
賀
会
と
も

盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と

な
っ
た
。

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
様
の
ご
支
援
、
ご

愛
顧
の
賜
物
と
心
か
ら

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
左
記
日
時
で
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
す
で

に
組
合
各
位
に
は
ご
案

内
を
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
が
、
所
属
組
合
各

位
か
ら
多
く
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
は
、
そ
の
規
約

に
お
い
て
各
所
属
組
合

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
そ
の
目
的
の
一
つ
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
多

く
の
若
い
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
こ
の

会
を
通
じ
て
い
っ
そ
う

親
し
く
な
っ
て
い
た
だ

き
、
こ
れ
か
ら
の
１
１

０
年
、
１
２
０
年
へ
と

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
出
席
の
程
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

日　

時
： 

令
和
５
年
９
月
13
日（
水
）

 

受　

付 

開
始 

午
後
４
時

 

式　

典 

開
始 

午
後
５
時

 

祝
賀
会 

開
始 

午
後
６
時

場　

所
： 

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都 

４
階 
暁
雲
の
間

箸
や
す
め
今
年
の
７
月
は
、
神
の
配

剤
か
。
第
３
週
の
週
末
、

15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）、

17
日
の
月
曜
日
が
海
の
日

で
３
連
休
と
な
る
。◆
祇
園

祭
、先
祭
の
宵
々
山
、宵
山
、

山
鉾
巡
行
と
丸
か
ぶ
り
で

あ
る
。
本
紙
が
組
合
員
各

位
の
お
手
元
に
届
く
頃
だ

ろ
う
か
。◆
撮
影
機
材
を
積

み
込
ん
だ
車
で
取
材
に
向

か
う
身
に
は
、
２
週
間
に

わ
た
る
交
通
規
制
は
痛
い

が
、
今
年
の
動
員
数
、
見

慣
れ
た
大
勢
の
浴
衣
姿
が

楽
し
み
で
も
あ
る
。

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２３年（令和５年）７月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３５９号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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全
飲
連
全
国
熊
本
県
大
会
開
催

理
事
長
ら
16
名
が
参
加

　

去
る
令
和
５
年
６
月

14
日
（
水
）
に
熊
本
城

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
全

飲
連
全
国
熊
本
県
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

京
都
か
ら
は
牧
野
順

二
理
事
長
ほ
か
16
名
が

参
加
し
た
。
表
彰
事
業

で
は
、
自
由
民
主
党
総

裁
感
謝
状
を
牧
野
理
事

長
、
中
央
会
理
事
長
感

謝
状
を
恒
川
浩
史
氏
（
伏

見
）、
全
飲
連
会
長
表
彰

を
中
谷
安
志
氏
（
中
立

売
）
と
八
田
好
則
氏
（
洛

北
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
６
月

13
日
（
火
）
に
は
代
表

者
会
議
、
青
年
部
会
議
、

女
性
部
会
議
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
懇
親
会
で

は
全
国
の
組
合
員
と
交

流
を
深
め
合
っ
た
。

　

次
回
は
令
和
６
年
６

月
26
日
（
水
）
に
石
川

県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

全
会
一
致
で
理
事
長
再
任

嵐
山
料
飲
組
合
定
時
総
会

　

去
る
令
和
５
年
６
月

１
日
（
木
）
に
渡
月
亭

に
お
い
て
、
令
和
５
年

度
嵐
山
料
飲
組
合
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

改
選
期
で
あ
り
、
役

員
改
選
で
は
牧
野
順
二

理
事
長
が
全
員
一
致
で

再
選
さ
れ
、
全
て
の
議

案
は
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
親
睦
会
が

開
催
さ
れ
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
西
陣
支
店 

支

店
長
兼
国
民
生
活
事
業

統
轄 

國
司
軒
氏
の
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

融
資
に
つ
い
て
心
強
い

祝
辞
が
、
ま
た
賛
助
会

か
ら
は
京
都
信
用
金
庫

嵯
峨
支
店 

支
店
長 

椿
直

己
氏
か
ら
も
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

親
睦
会
は
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
盛
会
裏

に
終
了
し
た
。

こ
れ
か
ら
３
年
分
の
挽
回
を

五
条
料
理
飲
食
業
組
合
総
会

　

去
る
令
和
５
年
６
月

20
日
（
火
）、
木
乃
婦
に

お
い
て
五
条
料
飲
組
合

の
総
会
が
行
わ
れ
た
。

令
和
４
年
度
の
事
業
、

会
計
収
支
決
算
、
令
和

５
年
度
の
会
計
収
支
予

算
な
ど
各
議
案
事
項
は

す
で
に
代
議
員
会
で
決

定
済
み
で
あ
り
、
当
日

は
報
告
と
い
う
形
で
行

わ
れ
て
い
る
。
総
会
に

は
48
名
が
出
席
。

　

総
会
、
ま
た
総
会
後

の
懇
親
会
の
挨
拶
で
栗

栖
正
博
理
事
長
は
「
コ

ロ
ナ
が
去
っ
て
幾
分
、
気

楽
に
な
り
、
皆
さ
ま
も

お
忙
し
い
の
で
は
？ 

と

も
あ
れ
こ
う
し
て
料
理

屋
の
宴
会
場
で
懇
親
会

が
で
き
る
こ
と
が
喜
ば
し

い
。
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ

れ
た
過
去
３
年
分
、
こ

れ
か
ら
挽
回
を
」
と
述
べ

た
。
懇
親
会
に
も
約
50

名
が
参
加
し
、
盛
会
裏

に
閉
会
と
な
っ
た
。

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

中
華
料
理
店
の

消
費
者
動
向
に
つ
い
て
②

○
利
用
者
が
訪
れ
よ
う

と
す
る
店
を
検
索
す
る

際
の
、
情
報
源
に
目
を

向
け
る
と
、

「
家
族
や
知
人
等
の
口
コ

ミ
・
紹
介
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
店

舗
検
索
サ
イ
ト
」

「
お
店
の
外
観
や
外
か
ら

見
え
る
中
の
様
子
」

の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
次
い
で
、

「
お
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見

ら
れ
る
地
図
」

と
い
う
結
果
が
挙
が
っ

て
い
る
。

　

か
つ
て
は
最
初
に
挙

が
っ
て
い
る
口
コ
ミ
や
、

情
報
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア

露
出
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
が
、
ネ
ッ

ト
環
境
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ
り
、

そ
の
口
コ
ミ
が
画
像
や

動
画
付
き
で
拡
散
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。

○
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
発

信
は
、
今
や
必
須
で
あ

り
、
利
用
客
の
目
に
止

ま
り
、
そ
し
て
選
ば
れ

る
よ
う
発
信
す
る
情
報

を
工
夫
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

自
店
の
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
サ
イ
ト
を
設
け
る
こ

と
が
必
須
事
項
と
な
っ

て
久
し
い
が
、
現
在
は

そ
れ
よ
り
も
即
時
性
の

高
い
方
法
、
つ
ま
り
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
１
本
化
し
た

と
い
う
店
舗
も
あ
り
、

店
の
性
格
に
よ
っ
て
使

い
分
け
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

ま
た
「
お
店
の
外
観

や
外
か
ら
見
え
る
中
の

様
子
」
に
つ
い
て
は
、

特
に
京
都
で
は
重
視
さ

れ
る
傾
向
に
あ
り
、
路

面
店
が
有
利
と
い
わ
れ

る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。

地
下
や
地
上
２
階
以
上

の
店
舗
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
工
夫
が
必
要
と
な

ろ
う
。

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
が
必
須

店を検討する際に活用する情報源（単一回答） ■2021年　■2018年
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家族や知人等の
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インターネットの
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チラシ等
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全
国
料
理
業 
千
葉
大
会

京
都
か
ら
は
７
名
が
参
加

　

去
る
令
和
５
年
６
月
13
日
（
火
）、

14
日
（
水
）
の
両
日
、
千
葉
県
柏
市
に

お
い
て
、
第
１
０
８
回 

全
国
料
理
業 

千
葉
大
会
が
千
葉
県
料
理
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
の
主
管
で
開
催
さ
れ
た
。
千

葉
県
で
の
開
催
は
昭
和
44
年
の
第
57
会

以
来
、
54
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

京
都
か
ら
は
園
部
平
八
理
事
長
ら
７

名
が
参
加
。
13
日
に
は
商
工
会
議
所
で

の
総
会
な
ど
に
続
い
て
、
ザ
・
ク
レ
ス

ト
ホ
テ
ル
柏
で
前
夜
祭
、
二
次
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
翌
14
日
に
は
柏
の
葉
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
見
学
、
ホ
テ
ル
に
戻

り
大
会
式
典
、
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

京
都
か
ら
は
寺
田
紳
一
氏
、
髙
見
浩

史
、
髙
澤
陽
一
氏
、
北
村
眞
純
氏
、
石

谷
彰
男
氏
が
各
表
彰
を
受
け
て
い
る
。

第
57
回
定
時
総
会

第
１
回
理
事
会
を
開
催

　

右
記
、
千
葉
大
会
の
初
日
と
な
る
６

月
13
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
は
、
柏

商
工
会
議
所
に
お
い
て
全
国
料
理
飲
食

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
定
時
総
会
、

な
ら
び
に
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

開
催
地
代
表
と
し
て
千
葉
県
料
理
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長 

江
原
邦

夫
氏
の
挨
拶
に
続
い
て
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
を
承
認
、
続
い

て
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
が
報
告
さ
れ
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
た
。

　

他
、
郷
土
料
理
と
生
き
る 

東
海
編
、

厚
生
労
働
省
と
の
意
見
交
換
会
の
報
告

な
ど
が
行
わ
れ
、
全
国
料
理
飲
食
業
生

活
衛
生
同
業
組
合 

園
部
平
八
副
会
長

の
言
葉
で
閉
会
と
な
っ
た
。

近
畿
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催

　

去
る
令
和
５
年
６
月
27
日
に
は
、
徳

島
市
は
伊
月 

笹
乃
庄
に
お
い
て
全
国

料
理
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合 

近

畿
・
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

70
歳
〜
74
歳
の
皆
様
へ　
　

「
高
齢
受
給
者
証
」
を
お
届
け

　

８
月
１
日
か
ら
70
歳

〜
74
歳
の
皆
様
の
「
高

齢
受
給
者
証
」
が
更
新

さ
れ
ま
す
。
こ
の
更
新

分
を
７
月
末
ま
で
に
該

当
の
皆
様
の
ご
自
宅
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
新

し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」

と
「
被
保
険
者
証
」
の

２
枚
を
一
緒
に
医
療
機

関
に
提
示
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
今
回
初
め
て
「
高

齢
受
給
者
証
」
を
交
付

す
る
方
に
は
、「
ソ
フ
ト

ケ
ー
ス
」
を
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。「
ソ
フ
ト
ケ
ー
ス
」

は
１
人
１
回
限
り
の
配

布
（「
高
齢
受
給
者
証
」

は
毎
年
更
新
）
と
な
り

ま
す
。
大
切
に
お
使
い

願
い
ま
す
。

組
合
健
診
は
お
店
で
働
く

皆
様
の
健
康
診
断
で
す

　

料
飲
国
保
で
は
、
事

業
主
と
従
業
員
の
皆
様

を
対
象
に
し
た
健
康
診

断
を
組
合
健
診
と
し
て

無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
生
活
習
慣

病
検
査
を
中
心
と
し
た

特
定
健
診
を
も
と
に
大

腸
が
ん
や
肺
が
ん
検
査

を
含
む
一
般
的
な
健
診

に
な
り
ま
す
。
40
歳
以

上
の
方
は
特
定
健
診
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、

組
合
健
診
は
年
齢
に
関

わ
ら
ず
全
て
の
方
が
対

象
で
す
。「
働
き
や
す
い

お
店
は
健
康
に
気
を
付

け
る
お
店
」。
是
非
、
お

店
（
事
業
所
）
ご
と
に

ま
と
め
て
、
組
合
健
診

を
実
施
し
て
い
る
指
定

医
療
機
関
（
医
療
機
関

一
覧
は
「
健
康
診
断
の

ご
案
内　

保
存
版
」
参

照
）
を
選
ん
で
、
料
飲

国
保
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
期
限
は
７
月
末

毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
、
お
忘
れ
な
く

第
１
４
６
回

　
　
通
常
組
合
会

﹇
日
時
﹈７
月
31
日（
月
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

﹇
会
場
﹈京
都

　
　
　

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

　

入
院
・
外
来
の
際
に
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

又
は
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
と
、
窓
口
で
の

１
カ
月
分
の
医
療
費
の

支
払
い
が
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
（
所

得
に
応
じ
て
算
定
）
ま

で
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
「
認
定
証
」
の

期
限
は
７
月
末
で
す
の

で
、
引
き
続
き
必
要
と

さ
れ
る
方
は
各
所
属
組

合
に
申
請
の
手
続
き
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
に
申
請

さ
れ
る
方
も
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

年
々
、
減
少
し
て
い
る
国
庫
補
助
金

　

６
月
号
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
度
決
算
は
、
医
療

費
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
料
飲
国
保
の

歳
出
の
約
９
割
は
、
医

療
費
（
約
55
％
）
と
高

齢
者
関
係
拠
出
金
（
後

期
高
齢
者
支
援
金
、
前

期
高
齢
者
納
付
金
、
介

護
納
付
金 

約
32
％
）
が

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の

財
源
は
保
険
料
と
国
庫

補
助
金
で
す
が
、
年
々
、

国
庫
補
助
金
が
減
少
傾

向
（
５
年
間
で
約
10
％

減
少
）
に
あ
り
、
保
険

料
の
負
担
割
合
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
拠
出
金

は
後
期
高
齢
者
や
前
期

高
齢
者
の
医
療
費
を
も
と
に
国
か
ら
請

求
さ
れ
る
義
務
的
経
費
で
す
。
国
保
財

政
は
こ
の
拠
出
金
と
医
療
費
に
左
右
さ

れ
る
の
で
す
が
、
今
後
の
動
向
を
見
な

が
ら
、
保
険
料
に
つ
い
て
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第463号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル
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衛
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条
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富
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主な歳出に占める割合
60.0%

55.0%

50.0%

45.0%

40.0%
H30 R1 R2 R3 R4

国庫補助金割合 保険料の割合

年度

H30

R1

R2

R3

R4

9億7,415万円

10億9,516万円

9億6,560万円

11億3,990万円

12億2,188万円

7億1,970万円

7億2,712万円

7億 988万円
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10億4,951万円

18億5,259万円

9億7,054万円

9億8,236万円

58.9%
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医療費
合計A 国庫補助金 B
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57.6%

50.9%

51.5%

50.6%

国補助金
割合Ｂ/Ａ
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富久（とみきゅう）
京都市東山区大和大路新橋下ル元吉町73
TEL.075（561）0984

室田　敏弘

性
格
は
ド
M
だ
と
思
い
ま
す

イ
ジ
ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
の
で（
笑
） Murota  Toshihiro

＼ ／

二代目である父からは「店は継ぐな。好きな道を行け」
と言われていたし、そのつもりだった。だがいつしか
芽生えた使命感。大学と夜間の料理学校のダブルス
クール、その後の修業先では今では口にできないよう
な苦労もした。そして今、背中に感じる二代目からの
期待、経営者としての自覚、そして12年後にやってく
る創業100年へ向けて、モチベーションは旺盛だ。

言
い
た
い

放
談

今
月
の

料理の「理」とは、「あるべき姿」ということです。

洛
北
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会　

会
長　

中
東
久
雄

な
か
ひ
が
し 

ひ
さ  

お

１
０
０
周
年
を
迎
え
て
、
改
め
て
思
う

料
理
界
の
こ
と
、
次
世
代
の
こ
と

「
料
理
界
が
変
わ
る
な
ら
」

と
い
う
言
葉
を
も
ら
っ
て

　

ま
ず
も
っ
て
「
食
」

と
い
う
の
は
生
き
物
の

尊
厳
の
一
位
だ
と
思
う

ん
で
す
。
お
腹
を
一
杯

に
す
る
の
は
、
家
庭
で

も
で
き
る
。
で
は
飲
食

店
の
役
割
は
と
い
う
と
、

何
か
の
会
で
も
商
談
で

も
、
人
と
会
っ
て
、
心

も
豊
か
に
す
る
た
め
の

存
在
で
す
。
親
睦
の
場

で
す
。

　

そ
こ
で
会
長
と
し
て

微
力
な
が
ら
何
が
で
き

る
か
？ 

ま
ず
洛
北
を
構

成
し
て
い
る
み
っ
つ
の

「
会
」
を
、「
一
緒
に
し

た
ら
あ
き
ま
へ
ん
の

か
？
」
と
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し

い
。
親
睦
を
図
る
は
ず

の
組
合
や
の
に
ね
。
こ

れ
が
ま
ず
課
題
で
す
ね
。

　

あ
と
は
次
の
世
代
が

や
り
や
す
い
よ
う
に
。

役
員
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
も
、
同
じ
場
に
親
父

さ
ん
が
い
た
ら
手
も
挙

げ
に
く
い
で
し
ょ
う
？ 

先
の
１
０
０
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
若
い
人
の
意

見
で
決
め
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
ま
だ
ま
だ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
人
が
つ

い
て
き
て
く
れ
な
い
。

料
理
界
は
変
わ
ら
な
あ

か
ん
の
で
す
。
何
か
に

つ
け
、
こ
の
時
代
は
維

新
な
ん
で
す
。

「
食
」
と
は
、
人
の
尊
厳
の
一
位

会
長
と
し
て
で
き
る
こ
と
と
は

　

何
か
と
話
題
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
で
す
が
、
飢
餓
を

無
く
そ
う
と
い
う
項
目

は
あ
っ
て
も
、
感
謝
の

項
目
が
な
い
ん
で
す
ね
。

生
き
物
の
命
を
「
い
た

だ
き
ま
す
」
と
い
う
感

謝
。
そ
の
食
材
を
走
り

回
っ
て
集
め
て
も
ら
っ

た
感
謝
。
作
っ
て
も
ら
っ

た
感
謝
。
当
店
で
は
山

に
食
材
を
採
り
に
行
き

ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち

が
生
ま
れ
る
ん
で
す
。

そ
う
し
な
い
と
命
を
感

じ
ら
れ
ん
の
で
す
。

　

私
の
感
覚
で
は
、
阪

神
淡
路
大
震
災
か
ら

こ
っ
ち
は
、
飲
食
業
界

は
ず
っ
と
苦
難
な
ん
で

す
。
景
気
が
悪
い
、
接

待
が
な
い
。
厳
し
い
時

代
で
す
が
、
我
々
は
土

地
の
食
材
を
預
か
っ
て
、

そ
れ
を
破
壊
せ
ず
に
お

客
さ
ん
に
お
出
し
す
る
の

が
仕
事
で
す
。
食
材
の

こ
と
を
、
使
い
手
が
分

か
っ
て
使
っ
て
る
か
。
意

識
の
問
題
で
す
。
そ
れ

が
で
き
て
い
れ
ば
業
者
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
注
文
し

て
、
届
い
た
も
の
に
文
句

言
う
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
ん
と
思
う
ん
で
す
。

　

食
材
が
、
様
々
な
命

が
、
私
達
の
血
肉
に
な

る
。
医
食
同
源
。
料
理

の
「
理
」
は
「
こ
と
わ
り
」

で
す
。「
も
っ
と
も
な
事
」

「
あ
る
べ
き
状
態
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
組
合
の

勉
強
会
と
か
、
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ

と
を
、
繋
が
り
を
、
も
っ

と
も
っ
と
、
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

食
材
と
食
べ
る
人
を
繋
ぐ
者
が

成
す
べ
き
こ
と
と
は
何
か

　

就
任
は
昨
年
の
６
月

で
し
て
、
当
時
は
副
会

長
と
し
て
総
会
の
司
会

を
し
て
ま
し
た
。
改
選

期
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

の
ん
び
り
構
え
て
た
ら

前
会
長
が
突
然
退
任
し

は
る
と
い
う
て
、
し
か
も

「
次
は
中
東
さ
ん
に…

」

と
言
わ
は
る
わ
け
で
す
。

「
え
？
」
て
な
も
ん
で
、

そ
り
ゃ
ビ
ッ
ク
リ
で
す
わ

（
笑
）。
ま
わ
り
か
ら
拍

手
が
お
き
て
で
す
ね
、

交
通
事
故
み
た
い
な
も

ん
で
（
笑
）。
し
か
し

ま
ぁ
、
誰
か
が
受
け
な

あ
か
ん
わ
け
で
、
３
人

の
副
会
長
の
中
で
は
私

が
最
年
長
で
し
た
し
。

　

た
だ
当
時
は
コ
ロ
ナ

も
落
ち
着
い
て
な
い
時

期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
年
の
創
立
１
０
０
周

年
を
控
え
て
ま
し
て
。

儀
式
は
し
た
い
、
で
も

で
き
る
か
ど
う
か
、
全

く
分
か
ら
な
い
状
態
で
、

９
月
に
な
っ
て
と
り
あ

え
ず
会
場
の
予
約
は
し

た
も
の
の
、
会
を
開
け

な
い
と
な
れ
ば
記
念
誌

や
記
念
品
は
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、

難
し
い
状
態
で
ね
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
に
、

大
原
の
朝
市
で
木
村
英

輝
画
伯
に
お
会
い
し
て

「
か
く
か
く
し
か
じ
か
で

記
念
誌
を
作
り
た
い
、

そ
の
表
紙
を
描
い
て
も

ら
え
ま
せ
ん
や
ろ
か
？
」

と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
料
理
界
が
変
わ
る
ん
な

ら
か
ま
へ
ん
よ
。
無
償

で
描
く
よ
」
と
、
お
っ

し
ゃ
っ
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
。

洛
北
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会

大
正
12
年
８
月
設
立

加
盟
店
舗
数
：
１
８
０
軒（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

【
事
務
所
】京
都
市
左
京
区
岩
倉
三
宅
町
４
１
５

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
７
８
１
）０
６
１
７

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
７
８
１
）４
３
２
６

中
東 
久
雄

（
な
か
ひ
が
し 

ひ
さ
お
）

意外と身近にある宝
度胸一発、煮付けてみる？

京のどぐろ

　のどぐろ。京都、特に洛中でこの
魚が知られるようになったのは、意
外と最近ではなかろうか。味は良く
てもルックスが悪い魚が市場には並
びにくいからだろうか。標準名アカ
ムツ、さして見栄えが悪いとも思わないが、底物
でもあり甘鯛に比べれば多少はグロテスクかもし
れない。ともあれ、数年前に米子出身のテニスプ
レイヤーの好物だと知れて人気を決定的にした
が、実は今、京都でも揚がっている。6月から7
月にかけて宮津や伊根の各港から漁船が集まり、
沖釣り船団を組織して1本釣りを行っているのだ。
のどぐろと言えば島根の浜田港あたりが有名で、
実際、京都圏より安価に食べられるが、山陰の主
な漁法は底引き網漁で、数日かけて漁をするため
漁船が帰港するまでに鮮度が下がる。その点、京
都では1本釣りのため、釣れたらすぐに帰港する
ため鮮度が良いという。「この間も、3㎏近いラグ

ビーボールみたいなのが揚がったんですよ（笑）」と、株
式会社 山一水産の佐田野寛司専務。シンプルに焼いた
のどぐろの、肉汁ならぬ魚汁溢れるあのしたたる脂の
白身はご存じのとおり。最近では造りで出す店も増え
てきた。佐田野さん曰く、「煮付けたら美味いですよ」
とのことだが、確かにホクホ
クになるであろう身も食べて
みたいが、あのジューシーさ
を捨てて煮てしまうのは度胸
が要るか。ともあれ、京都の
夏の海にも宝は泳いでいる。

取材協力：株式会社 山一水産
京都府宮津市鶴賀2166　☎0772（25）1014

多くは1.3～2㎏ぐらいのサイズで1㎏あたり1万6000円～2万円ぐらいの相場というから甘鯛か、それを凌
ぐ高嶺の花ではある。写真の特大サイズは約60㎝、2.7㎏で1㎏あたり13万の値が付いたというが「コレは特
例です（笑）」。京都府内に卸されたそうだが、せっかくの宝も需要の度合い関東地方への出荷が多いという
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同
連
合
会
17
代
会
長
。

美
山
荘
に
生
ま
れ
、
厨

房
で
27
年
を
過
ご
し
、

１
９
９
７
年
に
「
草

な
か
ひ
が
し
」
を
独
立

開
業
。「
お
く
ど
さ
ん

の
味
が
し
た
」
と
い
う

信
楽
の
土
鍋
に
出
会

い
、
土
鍋
ご
飯
が
名
代

に
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